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本研究では、夏期に濃霧が発生し、冬期に豊富を日射が得られるとぃう、北海道内でも特殊を気候

下にある「北海道東部太平洋沿岸地域」における適切を住宅形態を模索する中で、住宅付設温室

「サンルーム」の可能性に着目し、特に熱や湿気の緩衝空間（調温・調湿空間）として、さらには四季

を通した屋内熱環境改善のーつの手法としての利用の可能性を探求し、最適を使用法を提案した。

第一章では、この研究に至る背景としての地域気候、特に「北海道東部太平洋沿岸地域」の気候特

性を、他地域との比較を交えて言及し、「釧路の夏霧」の性質と住民生活に及ばす影響をどを論述

した。また、近年当該地域で盛んに建設されているGlass Covered Space(アトリウム空間）および

サンルーム（以後SRと記す）の意義や得失を明らかにした。それを踏まえ、具体的を研究目的を詳

述す ると と もに 、調 査・ 研究 の対 象と した 地域および本論文の構成について述べた。

第二章は二部構成にをっている。前半は北海道における緩衝空間の意義や有用性を探るために、住

宅に付設するガラス被覆空間利用の遷移経過を整理し、道央地区、道東沿岸地区、道東内陸地区を

対象としたフィールドワークから、その形態の特徴や普及状況について論じた。道央・道東の各地

域ともに風除室の付設率が5割近くにをっていることを確認した。さらに、風除室の形態観察か

ら、風除室の設置が建築計画時に計画されること、及び付設の必然性を明らかにした。道東沿岸地

域におけるSRの相対的を高付設率を確認し、夏霧で低温にをる地域の有用性を明らかにした。

後半では、釧路市西部地区のSR付き住宅居住者を対象に、主として熱環境に関わる要素項目のア

ンケート調査を実施し、当地域におけるSR付設の満足度が高いことを確認した。その理由は、SR

の間口を大きく採った場合、冬期の暖房燃料削減、居間温度の低下抑制の効果とともに、夏期の濃

霧による不快感の軽減効果を生活体験として実感している住戸が多かったこと、また、SRと居間

を繋ぐべランダ戸の開閉状況から、夏期においては、居住者が経験的にべランダ戸を昼間閉め切る

よりは、開放することによってSRを含めた生活空間の過熱緩和が確認されたからである。冬期で

は、ベランダ戸の閉鎖による外皮の多層効果に加え、SR温度の上昇による居室の保温を採択する

ケースと、ベランダ戸開放によってSR内で暖められた空気を直接的に居間への採り入れる効果を

居住者が実感しているケースに二分されることを明らかにした。

第三章では、既存付設温室住宅の夏期および冬期の温湿度実測結果に基づき、SRによって得られ

る居間空間の熱環境的を効果を検討した。釧路市西部地区に建つ2つのSR付き住宅とSRを持た

をい一般住宅を対象とした一年間の温湿度実測より、濃霧期では、SRの有無が、隣接する居室の

温湿度環境に大きく影響を及ばすことが分かってきた。日射取得の少をい小規模簡易型SRの場

合、大型SR程の明確な効果が現れをかったことから、夏期の有効利用を図るためには、屋根を透
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明にするをどの日射受照量を増大させる工夫の必要性を明らかにした。冬期の快晴日は、簡易型・

大型SRともにその内部温度が外気温よルピーク時で概ね20度以上に上回っており、隣接居室へ

の熱的効果が期待できること、SR空間の熱性状は、通年の外界気象に極めて大きく影響されるこ

と、そこで調整された空気を隣接居室で利用するためには、より適温・適湿を可能とする何らかの

手段が不可欠であることを明らかにした。

第四章では、当該地域に実験用SR(簡易SR)を作製し、温湿度実測と地盤面の防湿および調湿実験

の結果を検討した。遮光屋根が居室の温度上昇に及ばす弊害や、地盤面の露出によるSR内の過度

の湿度上昇、地盤面の防湿・調湿実験によって相対湿度の低減や水蒸気量上昇の抑制効果を明らか

にした。また、主居室に熱的に好ましいSRの形態を確立する上で、夏・冬に関わらず積極的に日

射を取り入れても居室の過熱問題は生じないこと、蓄熟体としての地盤面利用を考える際には、放

湿による湿度上昇の抑制が重要にをってくることを明らかにした。しかし、簡易的を実験用の簡易

SRで あっ た こと か ら 、主 居 室へ の 好 影響 ま で は、 明 確に 判断 できをか った。

第五章では、SR設置地域、SRの材料・構造、調湿方法謡どのパラメータの影響を定量的に把握

し、対象地域におけるSRの適切を使用法や設計手法を提案するための基礎的を資料を得るため非

定常数値計算を行った。数値計算には本間義規博士よって提案された「換気と練成した非定常熱水

分収支式の解法」プログラム(2005年）を使用した。計算の結果、SRの地面を断湿することによっ

て安定した湿度環境が得られること、珪藻土（調湿材）を敷き込んだ場合、日中は放湿によって絶対

湿度が上昇し、必ずしも好ましい状況にをらをいこと、SRの気密性は温度のみをらず、珪藻土に

よる夜間の湿度低減効果（吸湿効果）にも影響すること、をどを明らかにした。また、SRの地盤面

を断湿すると、日中の居室側開口部（ベランダ戸）開放（隙間量増加）による相対湿度の低下傾向か

ら好ましい効果が得られこと、また、珪藻土撒布等、吸放湿材の設置によって、SR内の吸湿効果

が高い夜間の同開口部の開放が有効にをることを明らかにした。他地域では過熱の原因とをるSR

であるが、道東沿岸地域おいては、居室側開口部の開閉をどによって積極的に利用することで、室

内 環境、特 に相対湿 度環境の改 善に繋が る可能性 が高いこ とを明ら かにした 。

終章の第六章では、本論文のとりまとめとともに、実測及びシミュレーションを通じて明らかと

をった地面断湿効果や調湿材の吸放湿効果を整理した。また、それらの効果やSR空気の時間差導

入による主居室の調湿・調温法の提案と、それに不可欠とをる今後の実験・研究課題について言及

した。
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学 位 論 文 題 名

濃霧発生地域における住宅付設温室の

熱的有効利用に関する研究

北海道東部太平洋沿岸地域は、夏期に濃霧が発生し、冬期に豊富を日射が得られるという、北海道

内でも特殊を気候下にある。本研究では、熱や湿気の調温・調湿空間としての住宅付設温室サン

ルーム（以後SRと記す）を対象に、四季を通した屋内熱環境改善の可能性を探り、最適な使用法を

提案している。論文は6章より構成され、第ー章では、本研究の背景と目的、特に「釧路の夏霧」

の性質と住民生活に及ばす影響教どに言及し、その気候特性に対するGlass CoveredSpaceやSR

の有用性を取り上げた。

第二章は二部構成にをっている。前半は、道央地区、道東沿岸地区、道東内陸地区を対象とした

フィールドワークから、道東沿岸地域におけるSRの相対的を高付設率を確認し、夏霧で低温にを

る 地 域 に お け る SRの 有 用 性 と 住 民 の 肯 定 的 を 意 識 構 造 を 明 ら か に し た 。

後半では、釧路市西部地区のSR付き住宅居住者を対象に行ったアンケート意識調査から、当該地

域におけるSR付設の満足度が高いことを確認するとともに、SRと居間を繋ぐべランダ戸の開閉

状況から、夏期の開放による生活空間の過熱緩和、冬期のべランダ戸の閉鎖による外皮の多層効

果 、 開 放 に よ る 暖 気 の 直 接 的 を 居 間 へ の 採 り 入 れ 効 用 を 明 ら か に し た 。

第三章では、既存付設温室住宅の夏期および冬期の温湿度実測を行い、濃霧期では、SRの有無が、

隣接する居室の温湿度環境に大きく影響を及ばすことを示すとともに、冬期の快晴日は、隣接居室

への熱的効果が期待できることを明らかにした。また、外界気象の影響が極めて大きいSR故、調

整空気を隣接居室で利用するためには、より適温・適湿を可能とする手段が不可欠であることを見

出した。

第四章では、当該地域に建てた実験用SR（簡易SR）による温湿度実測と地盤面の防湿および調湿

実験から、遮光屋根の弊害、露出地盤面の放湿実態、地盤面の防湿による水蒸気発生の抑制効果を

明らかにした。特に、蓄熱利用を考える場合、放湿による湿度抑制が重要にをってくることを見出

した。

第五章では、SR設置地域、SRの材料・構造、調湿方法をどの影響を数値解析的に把握し、SRの

気密性の大切さ、SRの地盤断湿の重要さを示すとともに、日中の居室側開口部（ベランダ戸）開放
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（隙間量増加）による相対湿度の低下、及び珪藻土撒布による吸放湿材等の設置によって、SR内の

吸湿効果が高い夜間の同開ロ部の開放が有効になることを明らかにした。他地域では過熱弊害のあ

るSRであるが、道東沿岸地域おいては、居室側開口部の開閉をどによって室内環境、特に相対湿

度環境の改善に繋がることを数値解析的に実証した。

第六章は終章として、本論文を総括し、実測や数値実験を通じて明らかとをった地盤の断湿効果や

調湿材の吸放湿効果を整理するとともに、SR空気の時間差導入による主居室の調湿・調温法の提

案に結び付けている。

これを要するに、著者は濃霧発生地域における住宅付設温室の熱的有効利用に関する新知見を得

たものであり、建築環境学、建築計画学、建築材料学の発展に貢献するところ大をるものがある。

よって著者は、北海道大学（工学）の学位を授与される資格あるものと認める。
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